
集中改革プラン平成２１年度取組状況

取 組 内 容 事 務 事 業 名 取 組 概 要 及 び 効 果
効果額等

（単位：千円）
所 管 課

浄化センターの運転管
理業務委託

庁内検討委員会で協議を行った結果、平成23年度を目途に直営施設の
運転管理業務を民間業者へ委託を進める。

― 浄化センター

直営し尿収集範囲の縮
減

庁内検討委員会で協議を行った結果、具体的な内容や周知時期等のス
ケジュールを決定した。

― 浄化センター

保育所の民営化及び統
廃合

・庁内での統廃合の検討
　庁内の保育所（園）関係各課により、統合・民営化を含め保育所運
営について検討した。
・外部委員による検討委員会の設置
　市内の保育所（園）関係有識者による検討委員会において、統合・
民営化を含め保育所運営について検討した。
・保育所（園)運営ガイドラインの設定
　検討委員会及び庁内検討会議で、伊賀市次世代育成支援対策地域行
動計画に目標となるガイドラインを位置づけた。

― こども家庭課

取 組 内 容 事 務 事 業 名 取 組 概 要 及 び 効 果
効果額等

（単位：千円）
所 管 課

指定管理者制度導入
選定委員会で選定基準の見直しについて意見聴取を行った。
各施設所管課がモニタリングに関する指針に基づき、各施設について
評価を行った。

― 施設管理課

直営施設に指定管理
者制度導入を検討

【偕楽荘】指定管理者制度導入（平成20年4月1日～平成23年3月31
日：3ヶ年）
・指定管理者制度導入の効果について、抽出で聴き取りを行い検証し
た。
・指定管理者により民営化の方針について、利用者（保護者）に説明
及び意向把握を行った。
・完全民営化に向けて、計画とスケジュール等の検討を行い平成23年
度中に民営化を進める。
【きらめき工房】指定管理者制度導入（平成21年4月1日から平成26年
3月31日：5ヶ年）
・利用者の保護者、指定管理者、市の3者による運営協議会を設置
し、四半期ごとの評価を実施した。

―
介護高齢福祉課

障がい福祉課

取 組 内 容 事 務 事 業 名 取 組 概 要 及 び 効 果
効果額等

（単位：千円）
所 管 課

定員管理の適正
化

集中改革プランにおけ
る定員管理

一般会計における２１年度末の退職者数と２２年度採用者数の差は１
８名となった。なお、前年度までに削減目標は達成されている。

255,139 職員課

取 組 内 容 事 務 事 業 名 取 組 概 要 及 び 効 果
効果額等

（単位：千円）
所 管 課

給与等の適正化 給与等の適正化

一般会計の１２月支給から適用した給与及び住居手当改定に伴う差額
は給与2,101千円、住居手当780千円である。また賞与支給率改定に伴
う差額は、６月期73,627千円、12月期53,970千円である。国家公務員
に準拠し実施した昇給の1号抑制の効果額は16,614千円である。

147,092 職員課

取 組 内 容 事 務 事 業 名 取 組 概 要 及 び 効 果
効果額等

（単位：千円）
所 管 課

行政評価システムの導
入

行政評価システムに基づき、平成20年度実施事業及び平成21年度以降
新規事務事業445事業について評価を行った。

― 行政改革推進課

病院機能評価の取得
（平成19年度完了）

改善を要する２課題に取組むことができ、再受審をした結果、機能評
価Ⅴ５の認定を得ることができた。

― 市民病院庶務課

権限移譲の推進 政権交代の影響から法改正があったため、情報共有のみ実施した。 ― 行政改革推進課

外部監査制度の導入
（平成20年度完了）

庁内検討委員会で外部監査導入の可否について決定した。 ― 監査委員事務局

猟友会組織の統合
（平成19年度完了）

平成１８年６月に伊賀市猟友会が設立された。 ― 農林政策課

窓口の利用時間延長
（平成19年度完了）

平成１８年度から毎週木曜日午後７時３０分まで窓口を延長してい
る。利用者数３９６人、利用件数７０７件の利用があった。

― 住民課

イベント開催時の連
携・調整

庁内広報を各支所単から市全体で取りまとめ、統一性を図った。 ―
企画調整課・広
聴広報課

上下水道使用料の一括
徴収の検討

下水道料金について市全体の均衡を図るため協議を実施し、阿山支所
管内において料金体系・金額変更を行った。

― 下水道課

観光関係団体事務局事
務の見直し

支所で所管している3つの観光協会事務局を平成22年度から移管する
調整ができた。

― 商工観光課

民間委託等の推進

指定管理者制度
の活用
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取 組 内 容 事 務 事 業 名 取 組 概 要 及 び 効 果
効果額等

（単位：千円）
所 管 課

国際交流員の見直し
（平成19年度完了）

国際交流員の任期切れの平成１８年８月１日から１名に削減２名から
１名にした。

― 文化国際課

直営し尿収集範囲の縮
減

庁内検討委員会で協議を行った結果、具体的な内容や周知時期等のス
ケジュールを決定した。

― 浄化センター

指定ごみ袋制度の導入
（平成19年度完了）

１９年１月より導入した。平成１９年１月から３月の３ヶ月間で前年
度の同期間と比較して２６６，１５０ｋｇ、６．１５％減量。指定ご
み袋取扱店募集２３３店登録があった。

― 清掃事業課

環境基本計画の策定
（平成19年度完了）

環境基本計画を策定した。 ― 環境政策課

水道事業整備計画の策
定
（平成20年度完了）

伊賀市水道事業基本計画を策定した。 ― 水道総務課

同和行政推進計画の策
定
（平成20年度完了）

伊賀市同和施策推進計画を策定した。 ― 同和課

水道事業評価の実施
（平成19年度完了）

平成１７年度に設置し、新規事業の事前評価を実施している。 ― 水道施設課

基金活用奨学金
（平成19年度完了）

４つあった各基金の運用の違いにより年度毎に奨学金対象人員に変動
があったが、今後は毎年２名に支給することができる。「ササユリ奨
学金」として運用する。

― 教育総務課

中学校９校分について
給食センター整備
（平成19年度完了）

１９年４月５日に「いがっこ給食センター夢」が竣工し、同１１日か
ら市内全中学校度に学校給食を実施する。

― 教育総務課

伊賀水田ビジョンの見
直し
（平成19年度完了）

１９年４月５日に水田農業ビジョンを策定し、集団転作等の作付け拡
大に伴い、ビジョンに基づく産地づくり交付金について１月２０日水
田農業推進協議会総会を開催し単価を見直した。

― 農林政策課

個人給付の統一

個人給付の基準統一と本庁への予算統一により、本庁で事務の統一が
図れた。肥育牛・酪農については、団体で取りまとめ統一した基準で
補助事業を実施したが、養豚は個人で事業実施のため統一できなかっ
た。

農林振興課

団体補助の統一 素牛導入事業は本庁一括で統一された団体へ補助を実施した。 農林振興課

自主運行バス・行政
サービス巡回車の見直
し

・コミュニティバス、廃止代替バスについて利用状況調査を実施し
た。
・住民アンケート調査を実施した。
・平成22年度に交通計画の見直しを行う。

― 企画調整課

合併処理浄化槽関係補
助金の見直し
（平成19年度完了）

修繕補助金を平成１８年度から廃止した。
設置補助金は金額の統一を行った。

― 下水道課

芭蕉顕彰組織の統合
（平成19年度完了）

平成１９年４月１日付けで財団法人芭蕉翁顕彰会といがまち芭蕉翁顕
彰会が統一された。

― 文化国際課

国際交流協会の統合
（平成19年度完了）

平成１９年４月１日付けで、伊賀市国際交流協会が設立された。 ― 文化国際課

事務･事業の再
編・整理・廃
止・統合
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